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広 報

「なにがとれたかな？」「なにがとれたかな？」

虫取り網に長靴、元気に遊ぶ子虫取り網に長靴、元気に遊ぶ子
どもたち。梅雨の合間のよく晴どもたち。梅雨の合間のよく晴
れた日の１枚です。れた日の１枚です。



第
10
回
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル

ー 

有
終
の
美
を
飾
る　

入
賞
８
作
品
決
定 

ー

桜
の
名
所
日
本
国
花
苑
に
彫
刻
を

常
設
展
示
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
文

化
が
調
和
す
る
や
す
ら
ぎ
の
空
間
を

つ
く
り
、
町
が
目
指
す
「
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
よ
う

と
、
平
成
12
年
に
は
じ
め
ら
れ
た
桜

の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
。
10
年
目
を

迎
え
た
今
年
、
い
よ
い
よ
最
終
と
な

る
第
10
回
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
は
去
る
５
月

31
日
で
締
め
切
ら
れ
、
全
国
各
地
か

ら
１
８
５
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
審
査
は
美
術
評
論
家
の
富
山

秀
男
、
小
笠
原
光
、
彫
刻
家
の
峯
田

敏
郎
、
最
上
壽
之
の
４
氏
に
よ
り
７

月
４
日
、
５
日
の
両
日
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
、

入
賞
８
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま

た
７
月
６
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
同

会
場
で
は
全
作
品
を
一
般
公
開
す
る

応
募
作
品
展
が
開
催
さ
れ
、
連
日
町

内
外
か
ら
大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ
て

い
ま
し
た
。

大
賞
、
優
秀
賞
（
２
作
品
）、
町

民
賞
と
な
っ
た
作
品
は
こ
の
あ
と
実

制
作
さ
れ
、
国
花
苑
に
展
示
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

来
春
に
は
、
桜
の
森
の
彫
刻
た
ち

は
全
部
で
40
体
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
は
日
本
国
花
苑
の
一
部

と
し
て
自
然
空
間
に
見
事
に
調
和

し
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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第
10
回
展
の
大
賞
に
は
、
大
地
を
育

み
地
球
を
豊
か
に
す
る
森
を
テ
ー
マ
と

し
た
井
上
麦
さ
ん
（
山
梨
県
）
の
作
品

「
森 

－ 

四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
に
は
森
佳
三
さ
ん（
滋
賀
県
）

の
「
シ
ャ
ト
ー
・
ノ
ワ
ー
ル　

セ
ザ
ン

ヌ
の
館
」、
相
原
健
作
さ
ん
（
東
京
都
）

の
「
サ
イ
は
投
げ
ら
れ
た
」
の
２
作
品
。

準
賞
５
点
は
鈴
木
法
明
さ
ん
（
埼

玉
県
）
の
「
出
会
う
（
m
e
e
t 

w
i
t
h
）」、
梶
野
敬
介
さ
ん
（
愛
知

県
）
の
「
サ
ク
ラ
イ
オ
ン
号
！
」、
米

納
宗
宏
さ
ん
（
富
山
県
）
の
「
灯
台
の

あ
る
風
景
」、
溝
口
清
久
さ
ん
（
和
歌

山
県
）の「
転
生
の
箱
」、原
透
さ
ん（
神

奈
川
県
）
の
「
時
間
旅
行
者
の
た
め
に

　

N
O

・

０
２
１
５
」
に
決
ま
り
ま
し

た
。
鈴
木
さ
ん
は
２
回
目
、
原
さ
ん
は

４
回
目
の
準
賞
受
賞
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
準
賞
作
品
の
中
か
ら
、
一
般

公
開
中
の
来
場
者
の
投
票
に
よ
っ
て
選

ば
れ
る
町
民
賞
は
有
効
投
票
２
８
３
票

中
、
１
４
１
票
を
集
め
た
鈴
木
さ
ん
の

「
出
会
う
（
m
e
e
t 

w
i
t
h
）」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

大
賞
は
井
上 

麦
さ
ん
（
山
梨
県
）
の

「
森 

－ 

四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」

第10回桜の森彫刻コンクール町民賞投票結果
鈴木法明
（埼玉県）

「出会う（meet with）」 141 票

梶野敬介
（愛知県）

「サクライオン号！」 29 票

米納宗宏
（富山県）

「灯台のある風景」 32 票

溝口清久
（和歌山県）

「転生の箱」 24 票

原　透
（神奈川県）

「時間旅行者のために
　　　NO ０２１５」

57 票

― 審査総評 ―

     審査委員長

       富山　秀男　氏
      （美術評論家）

審査は、時間をかけて慎重に検討したうえで、3
回にわけて段階的に絞り込み、それらの作品につい
て様々な議論を交わし、最終的に審査員各自が順位
をつけて投票するという形で行われた。
大賞となった作品「森－四つ葉のクローバー」は、

粗密両様の彫り方の違いを生かした高さ３メートル
余の石彫。磨いた角や子象などのイメージが組み合
わせられた環境にやさしく適合する作品である。
優秀賞の「シャトー・ノワール－セザンヌの館」

と「サイは投げられた」は、ともに金属で作られた
二つの作品、前者が極めて知的な遊びというか造詣
の成果なのに対し、後者は幾何学的形態の一面の上
にテントウムシを乗せたユーモアあふれる形。どち
らも緑なす周囲の芝生や森との共生をめざす点で共
通する作品であり、今まで余り類品のなかった点で
一層の多様性をもたらすものになってくれたらと思
う。
準賞５点についても、様々な作風、材質を代表す

る秀作であった。この中から町民賞にはチタン溶接
による「出会う」が選ばれたとあとで聞いた。これ
まで象やゴリラ、猫はいたが、はじめて公園内に犬
が踏み込んだことになるのだろうか。
これで 10 年間で 40 作品が据え付けられたわけで

ある。これらがいつまでも井川町民に愛されて、桜
の森がますます個性ある公園として人々の心の中に
溶け込んでくれることをこそ祈ってやまない。
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◆
大

賞

森 － 四つ葉のクローバー
井上　麦さん（山梨県）

大地をはぐくむ生命の森。森は多くの生命体を生み出し、地球をより
豊かにし、動植物や私たち人間に棲みよい環境を創り出してくれます。
幸せをもたらしてくれる森へ、子象といっしょに四つ葉のクローバーを
探しに行きませんか。

◆
準　

賞
サクライオン号！

梶野　敬介さん
（愛知県）

灯台のある風景

米納　宗宏さん
（富山県）
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◆
優
秀
賞

シャトー・ノワール － セザンヌの館
森　佳三さん（滋賀県）

ブリヂストン美術館にあるセザンヌの《サン
ト・ヴィクトワール山とシャトー・ノワール》
の前に行く度に、この絵の緑や青に分け入りな
がら、その中央に佇むシャトー・ノワール、す
なわちセザンヌの館に近づきたいと思う。その
思い出がこの鉄のオブジェが出来上がった刹那
に蘇った。おそらくこれを制作している間、意
識しないまま、セザンヌが自然に求めた奥行き
の実現を試みたのであろう。

◆
町
民
賞

サイは投げられた
相原　健作さん（東京都）

緑いっぱい豊かな森に生きるテントウムシ。
テントウムシの自然形態とサイコロの人工形
態。「擬態」をテーマに融合させ、ユーモアを
交えて表現した。実際のスケールとは異なる大
きさが生むドラマ。子供、親子、皆がふっと微
笑んでもらえる作品でありたい。

出会う（meet  with）
鈴木　法明さん（埼玉県）

人生には両親との出会いを初め、様々な
人達との出会いがあります、また色々なこ
とに遭遇することもあり、避けて通るか、
正面からぶつかっていくか思案することも
あります。そんなことを一寸だけ想像しな
がら制作してみました。

転生の箱

溝口　清久さん
（和歌山県）

時間旅行者のために

　NO.0215

原　透さん
（神奈川県）
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彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
授
賞
式
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

コンクールは終わっても
彫刻は残る
これからは

彫刻を活かしたまちづくりを

大
賞
受
賞

井
上　

麦
さ
ん

桜
の
森
は
彫
刻
家
の
中
で
か
な

り
定
着
し
て
い
る
大
事
な
コ
ン

ク
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
大
賞

を
受
賞
で
き
た
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
何
十
年
か
彫
刻
を
や
っ
て

き
て
一
番
嬉
し
い
と
感
じ
て
い

る
し
、重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
最
後
の
締
め
と
し
て

永
遠
に
残
る
い
い
作
品
の
制
作

に
全
力
を
傾
け
る
。

桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
授
賞
式

並
び
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
７
月
18

日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
受
賞
者
を
は
じ
め
約
50
人

の
町
民
が
出
席
。町
長
は
式
辞
で「
今

年
は
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
。
会
場
全

体
に
力
作
が
揃
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

満
ち
溢
れ
て
い
た
。
桜
の
森
彫
刻
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
以
前
か
ら
ず
っ
と
胸

の
う
ち
に
あ
っ
た
も
の
が
、
約
10
年

の
構
想
・
準
備
期
間
を
経
て
よ
う
や

く
実
現
し
た
も
の
。
美
し
い
も
の
は

私
た
ち
の
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
生

活
や
生
き
方
を
も
変
え
る
力
を
持
つ

と
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
強
く

感
じ
た
。
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な

く
、
国
花
苑
の
40
体
の
美
し
い
彫
刻

を
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
活
か
し
て
い

く
か
、
こ
れ
が
私
た
ち
に
与
え
ら
れ

た
大
き
な
使
命
と
な
る
。」
と
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
初
回
か
ら
審
査
に

当
た
ら
れ
た
美
術
評
論
家
の
富
山
秀

男
審
査
委
員
長
（
元
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

美
術
館
館
長
）
は
「
こ
れ
だ
け
の
小

さ
な
町
が
、
素
晴
ら
し
い
公
園
を
舞

台
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
10
回
開
催
で
き

た
と
い
う
こ
と
に
感
無
量
の
思
い
で

い
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
作
家
と
町
民

が
直
接
ふ
れ
あ
い
、
笑
い
あ
い
、
会

場
は
和
や
か
な
祝
賀
ム
ー
ド
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

小
西
正
光
大
阪
府
立
健
康
科
学
セ
ン

タ
ー
所
長
が
先
月
上
旬
、
ご
逝
去
さ
れ

た
。
本
町
の
循
環
器
検
診
に
三
十
年
余

に
わ
た
っ
て
直
接
か
か
わ
り
、
脳
卒
中

追
放
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た
。

愛
媛
大
教
授
を
退
官
し
、
昨
年
一
月
、

古
巣
の
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
所
長
に
就

任
さ
れ
た
が
、
直
後
に
病
を
得
て
、
闘

病
さ
れ
て
い
た
。
来
町
の
機
会
も
多
く

な
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
た
が
、
願

い
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
残
念
で
残
念
で

致
し
方
も
な
い
が
、
先
生
の
ご
功
績
に

想
い
を
至
し
、
町
民
の
方
々
と
と
も
に

心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
。

先
生
が
本
町
の
脳
卒
中
対
策
に
参
画

し
た
の
は
昭
和
40
年
代
前
半
で
、
ま
だ

大
学
院
生
だ
っ
た
。
す
で
に
グ
ル
ー
プ

の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
小
町
喜
男
先
生
は

秋
田
・
大
阪
の
検
診
や
死
亡
統
計
を
分

析
し
、
多
発
し
て
い
た
日
本
人
の
脳
卒

中
発
症
の
原
因
は
高
食
塩
の
摂
取
、
動

物
性
脂
肪
の
摂
取
不
足
、
重
労
働
な
ど

の
日
本
人
の
伝
統
的
生
活
に
基
づ
く
高

血
圧
と
低
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
で
あ

る
と
洞
察
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
当
時

は
欧
米
の
影
響
を
受
け
た
日
本
の
研
究

者
の
大
多
数
は
動
物
性
脂
肪
の
摂
り
す

ぎ
で
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
く
な

り
、
そ
れ
が
血
管
に
沈
着
し
て
動
脈
硬

化
を
引
き
起
こ
し
て
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
発
症
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
た
。

小
町
先
生
の
主
張
に
い
わ
れ
な
い
非
難

が
加
え
ら
れ
て
い
た
頃
だ
っ
た
。

そ
こ
で
大
学
院
で
病
理
学
を
学
ん
だ

小
西
先
生
が
由
利
組
合
総
合
病
院
で
脳

卒
中
死
亡
者
の
脳
、
心
臓
、
血
管
な
ど

の
解
剖
を
行
い
、
脳
出
血
は
高
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
血
症
に
よ
る
動
脈
硬
化
と
は

関
連
が
な
い
こ
と
を
病
理
面
か
ら
実
証

し
た
。
由
利
組
合
病
院
で
の
解
剖
は
二

十
年
余
に
及
び
、
剖
検
数
は
二
千
例
を

超
し
て
い
る
。
本
町
の
検
診
が
終
わ
っ

た
あ
と
一
人
で
本
荘
に
向
か
う
先
生
の

姿
は
今
も
印
象
深
い
が
、
地
味
な
仕
事

を
長
期
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
本
人
の
口
か
ら
つ
い
ぞ
聞
い
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
毎
年
、
冬

期
間
に
三
、
四
ヵ
月
間
も
由
利
組
合
病

院
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
は
退
官
記
念

誌
に
寄
稿
し
た
「
日
本
人
の
循
環
器
疾

患
の
原
点
と
そ
の
後
の
変
遷
ー
秋
田
に

お
け
る
病
理
・
疫
学
的
研
究
を
中
心
に

し
て
」
と
題
し
た
論
文
で
初
め
て
知
っ

た
。こ

の
論
文
は
日
本
医
事
新
報
に
転
載

さ
れ
た
が
、
先
生
は
闘
病
の
ベ
ッ
ド
上

で
パ
ソ
コ
ン
を
た
た
き
推
稿
さ
れ
た
も

の
だ
そ
う
だ
。
告
別
式
で
い
た
だ
い
た

医
事
新
報
に
あ
ら
た
め
て
目
を
通
し
惜

し
い
人
を
失
っ
た
と
の
想
い
一
入
だ
っ

た
。
生
保
内
節
や
ド
ン
パ
ン
節
を
謡
う

柔
和
な
先
生
の
笑
顔
が
目
に
焼
き
付
い

て
離
れ
な
い
。
秋
田
、
大
阪
、
茨
城
、

高
知
、
愛
媛
の
住
民
と
と
も
歩
ん
だ
先

生
の
輝
か
し
い
研
究
実
践
活
動
に
心
か

ら
敬
意
と
謝
意
を
献
げ
た
い
。
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中
継
送
水
操
作
・
駆
付
訓
練
講
習
会

小
型
ポ
ン
プ
操
法
・
規
律
訓
練
大
会

井
川
町
消
防
団

日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
競
い
合
う

７月18日～ 19日
県内全域で大雨
井川町でも土砂崩れや冠水被害が発生

▼

寺
沢
町
内

▲
大
台
〜
井
内
間
土
砂
崩
れ

▲

街
道
町
内

　

大
会
結
果

　
　

〔
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
〕

　
　

第
１
位　

第
３
分
団

　
　

第
２
位　

第
２
分
団

　
　

第
３
位　

第
１
分
団

　
　

〔
規
律
訓
練
の
部
〕

　
　

第
１
位　

第
４
分
団

　
　

第
２
位　

第
６
分
団

　
　

第
３
位　

第
８
分
団

７
月
５
日
、
井
川
町
消
防
団
に
よ

る
平
成
21
年
度
中
継
送
水
訓
練
・
駆

付
訓
練
講
習
会
お
よ
び
小
型
ポ
ン
プ

操
法
・
規
律
訓
練
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
日
夜
地
域
の
消

防
活
動
に
従
事
し
て
い
る
消
防
団
員

が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
表
し
、

操
法
技
術
の
向
上
と
士
気
高
揚
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
防
災
体
制
の

強
化
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。

午
前
中
の
中
継
送
水
操
作
・
駆
付

訓
練
講
習
会
で
は
、
井
内
地
区
で
火

災
が
発
生
と
の
緊
迫
し
た
状
況
を
想

定
し
、
緊
急
招
集
や
中
継
送
水
に
重

点
を
置
い
た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
浜
井
川
地
区
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
会
場
に
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
・
規
律
訓
練
大
会
を
実
施
。
引
き

締
ま
っ
た
雰
囲
気
の
な
か
、
団
員
た

ち
は
迅
速
か
つ
正
確
に
、
日
々
の
訓

練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

７月 18 日から 19 日午前にかけて降り続いた雨により、秋田
県では８市町村で河川の増水等により避難勧告が出され、また
各地で土砂崩れや浸水などの被害が出ました。
井川町でも、19 日には大台～井内間で土砂崩れが発生し県道

が一時通行止め、河川の増水等によ
る堤防や路肩の決壊、非住家５棟が
浸水、水田・畑の冠水など、大きな
影響を受けました。
消防団員や地域の方々が協力して
対応にあたったこともあり被害の拡
大は防がれましたが、日頃から災害
への備えを怠ることはできないと改
めて感じさせられる雨となりました。
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国保だより

井川町
市町村計

Ｈ16
307,334
226,461

Ｈ17
337,077
236,240

Ｈ18
311,728
240,876

Ｈ19
333,595
260,351

Ｈ20
338,289

400,000
350,000
300,000
250,000
200,000

井川町
市町村計

Ｈ16
34.34
21.53

Ｈ17
36.74
22.66

Ｈ18
33.60
23.04

Ｈ19
34.03
24.38

Ｈ20
33.54

50.00
40.00
30.00
20.00
10.00

井川町
市町村計

Ｈ16
860.78
676.79

Ｈ17
850.84
692.02

Ｈ18
870.40
707.12

Ｈ19
884.56
731.79

Ｈ20
1021.92

1,200.00

1,000.00

800.00

600.00

井川町
市町村計

Ｈ16
19,118
19,431

Ｈ17
19,796
19,827

Ｈ18
17,836
20,608

Ｈ19
19,036
21,496

Ｈ20
19,759

23,000
21,000
19,000
17,000
15,000

井川町
市町村計

Ｈ16
6,929
6,348

Ｈ17
7,776
6,648

Ｈ18
7,658
6,651

Ｈ19
7,693
6,817

Ｈ20
7,087

8,000
7,500
7,000
6,500
6,000

表１

表２－１

表２－２

１人当たり医療費

受診率（入院） 受診率（入院外）

1日あたり診療費（入院） 1日あたり診療費（入院外）

国民健康保険の医療費の状況をお知らせします
　平成20年度及び過去４年間の一般被保険者の医療費諸率を報告します。

　表2－1は受診率（100人あたりの受診件数）を示したものです。この数値が高いほど、医療費が高くなる傾向
があります。平成20年度の入院では市町村計が年々上がり傾向の中、井川町は下がりましたが、入院外では市町
村計より高い状況で、毎年上昇傾向にあります。

　表2－2は診療費を診療実日数で割りかえしたものです。この数値も受診率と同様、高いと医療費が高くなる
傾向があります。平成20年度の入院では上がり傾向にありますが、市町村計より低い状況です。また、入院外で
は下がり傾向にありますが、市町村計よりは高い状況です。

平成21年３月31日現在の一般被保険者数は1,147
人、退職被保険者数は109人、総数では1,256人
となっています。

　表１は1人当たりの医療費を示したものです。
平成20年度（表1－1）では約33万8千円で若干
前年度より高くなっており、依然として市町村
計より高い状況にあります。

【医療費を下げるために】
１ かかりつけ医を持ちましょう ･･･病気だけでなく、健康管理全般についてアドバイザーになってもらいましょう。
２ 重複受診はやめましょう ･･･同じ病気で複数の医療機関を受けると初診料や検査、投薬が重複し医療費が重
なります。

３ 定期的に健康診断を受けましょう ･･･職場などの特定健診やより詳しく身体の状態を知ることができる町の
健診を受けましょう。これにより早期に病気を発見することができます。また、不安や疑問は町の診療所で
ご相談下さい。
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街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

伝　　言　　板
みんなで来てたんせ

8月は思いっきりふるさとを感じたい‼

桑名旗争奪全町野球大会
◆日　時：８月14日㈮・15日㈯　午前８時15分~
◆会　場：町民球場、中学校グラウンド
◆内　容：町内会対抗の野球大会
　久々にグローブを手にすれば、心は少年。でも、身体
年齢は？　お盆に帰省している人も参加OK。
　選手、応援、みんなで楽しみましょう。

井川町成人式
◆日　時：８月15日㈯　午前９時30分
◆会　場：井川町公民館
◆対　象：平成元年４月２日～２年４月１日生
◆内　容　・式　典　　・二十歳の提言
　　　　　・記念講演　・記念写真　他　
　久しぶりに会う同級生のちょっと大人っぽくなった姿
に、ドキッ。日頃は忘れているふるさとの仲間。やっぱ
り、同級生っていいね。

全町盆踊り大会
◆日　時：８月17日㈪　午後７時～７時30分受付
◆会　場：日本国花苑
◆表　彰：「子どもの部：団体・個人」
　　　　　「一般の部：団体・個人」で表彰。
　その他抽選によりたくさんの賞品があります。みなさ
ん、誘い合って多数参加してください。郷土の踊りを子
どもたちに伝えるためにも、子どもから高齢者までみん
なで踊りの輪をつくりましょう。
　よろしくお願いします。

町民体育大会
◆日　時：８月23日㈰　午前９時
◆会　場：中学校グラウンド
　井川町で最も多くの人が集まるイベントです。思いっ
きり笑って、大きな声で声援。日頃、運動不足の身体に
カツを入れ、競技に参加。
　みんなで一緒に何かをすることが、地域のコミニケー
ションづくりにつながります。

教室・講座 開 催 日 時 会　　場

和太鼓サークル 8日、22日（土） PM3：00 赤沢山山荘

英 会 話 教 室
26日（水）
初級 PM6：30　中級 PM7：30

公 民 館

8月の公民館活動

◎朝はラジオ体操でスタート。
　身体を鍛え、規則正しい生活をしましょう。
  家族や地域の方も、ラジオ体操に子どもと一緒に
参加してみませんか。
◎自転車の乗車範囲
　・こどもセンター園児は大人の目の届く範囲
　・１年生は家の周り
　・２年生は自分の町内
　・３～６年生は井川町内となっています。
　町外に出るときは、必ず大人の人と一緒にと決め
ています。
◎危険な乗り方をしていたら注意を
　子どもたちの交通事故の多くが自転車乗車中に起
きています。自転車の安全な乗り方について、家庭
でよく指導をしてください。
　また、危険な乗り方をしていることに気づいたら、
その場で注意をしてください。その場での注意がよ
り効果的です。
◎帰宅時間
　小学校は５時、中学校は７時を目安に。
　出かける時、行き先や帰りの時間を確かめるよう
にしてください。
◎夏休み期間中の施設の活用
★今戸児童館・井内児童館・浜井川地区集会所・泉
岳地区集会所・葹田コミュニティセンター
　◇開館  火～土曜日の午前10時 ～ 午後６時
★小学校プール（夏休み期間は町民に開放）
　◇期間　７月24日～８月22日
　　但し８月10日（航空防除）13日(盆)は休み。
　◇時間　午前９時～午後４時
～町・町内の行事に、進んで参加しましょう～
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ふれあいがつくる明るい社会

社会を明るくする運動
「社会を明るくする運動」強調月間の７月、
保護司や更生保護女性会、民生児童委員協議
会等各団体が連携し、街灯宣伝や企業訪問な
どの啓発活動を行いました。また 21日には、
潟上湖東地区保護司会や更生保護女性の会の
方々による「ビデオフォーラム」を開催、引
き続き明るい社会を目指した運動を展開して
いくことを確認しました。

幻想的な光をゆったりと楽しむ

ホタル観察会
日も暮れかけた夜７時、葹田コミュニティ

センターでは親子約 30 人が参加しホタル観
察会が行われました。
はじめに自然保護観察員の小林純一さん（横

岡）がホタルの生態等について説明。その後
井内地区までバスで移動。時間とともに１つ
２つと浮かんでは消えるホタルの光。幻想的
な空間を親子で楽しみました。

くらしのマナーを学ぶ

いきいき町民セミナー
この日農村環境改善センターでは、町公民

館主催のいきいき町民セミナーが開催されま
した。今回のテーマは「くらしのマナー実技
編」。茶道師範の千葉静穂さん（五城目町）を
講師に迎え、来客時のマナーや、食べ方、お
箸の使い方など、普段何気なくやっているこ
とを見直し、すぐに使える実用的なくらしの
マナーを学びました。

元気に生きがいづくり
老人クラブ大会

第 45回井川町老人クラブ大会が農村環境
改善センターで会員約 300 人が参加し開催
されました。
式典では功労者・団体に会長から表彰状や
感謝状が送られたほか、全員で大会宣言を採
択。その後は講演「私の生きがいと音楽」、
そして最後はお待ちかねの芸能発表と、仲間
とともに大いに楽しんだ一日となりました。
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スポーツの結果ですスポーツの結果です

自然に親しみ心豊かに

さくらっこチャレンジキャンプ
今年も夏休み最初の恒例行事「さくらっこ

チャレンジキャンプ」が横手市大森町の保呂
羽山少年自然の家で行われました。
参加した約 40 名の児童たちは、野外炊飯

やキャンプファイヤー、カヌーなどの野外活
動を通じ自然に親しみ、自然の尊さを学ぶと
ともに、何より仲間たちとの共同生活が一番
の思い出となったようでした。

色とりどりの浴衣や甚平かわいいね

こどもセンター夕涼み会
生憎の雨でセンター内での開催となった夕

涼み会でしたが、浴衣や甚平姿のかわいい園
児をひと目見ようと、家族や地域の方々など
が大勢集まりました。会では、年長の園児た
ちが御輿を担いで入場し、みんなで踊りを披
露しました。その後アンパンマンが踊りに加
わると会場の盛り上がりは最高潮に。涼むど
ころか熱気ムンムンのお祭りとなりました。

全県中学校総合体育大会

□相撲
【団体】2位（東北大会出場）
　決勝リーグ　井川 3 - 0 天王・井川 2 - 1 平鹿
　井川 2 - 1 花輪二・井川 2 - 1 五城目一・井川 1 - 2 仙南
【個人】個人選手権　　２位　　安田　走（全国大会出場）
　　　　　　　　　　２回戦　伊藤永太
　　　　　　　　　　　〃　　齊藤将栄
　　　　２年の部　　１位　　安田　走（東北大会出場）
　　　　　　　　　　４位　　伊藤永太（東北大会出場）
　　　　　　　　　　予選　　齊藤将栄　　　　　　

□男子バスケットボール
　ベスト８　２回戦　　井川 52 - 47 雄物川
　　　　　　準々決勝　井川 55 - 63 飯島

□柔道
【個人】男子66㎏級　ベスト８　伊藤　輝
　　　　女子44㎏級　１回戦　　小沼愛麗

□野球
　ベスト16
　　１回戦　井川 1 - 0 十文字
　　２回戦　井川 2 - 3 大曲南
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８
月
は
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の『
現
況
届
』提
出
月
で
す

児
童
扶
養
手
当
も
し
く
は
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
８

月
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
に
は
、役
場
よ
り
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
手
当
支
給
の
要
件
に
該
当
す

る
方
は
、
８
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
役
場
町

民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
等
の
提
出
に
つ
い
て
は
次
の
日
程

で
受
付
し
ま
す
。

□
日

時　

　
　
　
　

８
月
５
日
（
水
）
９
時
〜
19
時

　
　
　
　

 
〃  

12
日
（
水
）
９
時
〜
19
時

　
　
　
　

 
〃  
14
日
（
金
）
９
時
〜
16
時

□
会　

場　

役
場
２
階 

小
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線
４
４
３
７ 

児
童
扶
養
手
当･

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

井
川
町
職
員
採
用
試
験

□
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員

上
級
一
般
行
政　

１
人

□
受
験
資
格

（
１
）
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

（
２
）
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
大
学
卒
ま
た
は
平
成

22
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者

□
受
付
期
間　

　

８
月
５
日
（
水
）
〜
８
月
26
日
（
水
）

※
申
込
は
土
曜
・
日
曜
を
除
く
平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
26
日
（
水
）
ま
で

に
着
信
の
も
の
に
限
り
受
付
し
ま
す
。

□
試
験
日　

　

第
１
次
試
験　

９
月
20
日
（
日
）

　

第
２
次
試
験　

１
次
合
格
者
に
通
知

【
職
員
採
用
試
験
】 

井
川
町
職
員
（
上
級
）・
消
防
職
員
（
初
級
）
採
用
試
験

湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合

消
防
職
員
採
用
試
験

□
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員

初
級
消
防
職
員　

若
干
名

□
受
験
資
格

（
１
）
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

（
２
）
採
用
時
、
潟
上
市
・
井
川
町
・
八

郎
潟
町
に
居
住
で
き
、
普
通
自
動

車
免
許
の
取
得
者
で
あ
る
こ
と

□
受
付
期
間　

　

８
月
５
日
（
水
）
〜
８
月
26
日
（
水
）

※
申
込
は
土
曜
・
日
曜
を
除
く
平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
26
日
（
水
）
ま
で

に
着
信
の
も
の
に
限
り
受
付
し
ま
す
。

□
試
験
日　

　

第
１
次
試
験　

９
月
20
日
（
日
）

　

第
２
次
試
験　

１
次
合
格
者
に
通
知

悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
、
困
り
ご
と
な
ど
、

法
律
に
関
わ
る
問
題
に
専
門
の
弁
護
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

８
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分
ま
で

※
時
間
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談
に
は

予
約
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
（
８
７
４
）
２
６
１
１
／
有
線
４
４
５
１ 

「
無
料
法
律
相
談
会
」
開
催

個
人
事
業
税
（
１
期
）
の
納
期
限
は

８
月
31
日
（
月
）
で
す

忘
れ
ず
に
最
寄
の
金
融
機
関
で
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
の
方
は
、
預
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
地
域
振
興
局
県
税
部

電
話
０
１
８
（
８
６
０
）
３
３
３
２

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

８ 月

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

くらしの

情報

総務課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町民課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産業課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
（農村環境改善センター） 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。
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□
試
験
会
場

　

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

　
（
秋
田
市
下
北
手
桜
字
守
沢
46

－

１
）

□
合
格
者
発
表

　

第
１
次
試
験　

10
月
中
旬

　

最
終
合
格
者　

11
月
上
旬

□
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
等
は
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま

す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
封
筒
の

表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
手
続

　

申
込
書
お
よ
び
自
己
紹
介
書
に
所
要
事

項
を
全
部
記
入
、
写
真
を
添
付
の
う
え

役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
は
「
職
員
採
用
試
験
申
込
」

と
封
筒
に
朱
書
き
し
、
80
円
切
手
を
貼

っ
た
定
型
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

※
第
１
次
試
験
は
「
秋
田
県
市
町
村
職
員

採
用
統
一
試
験
」
と
し
て
、
秋
田
県
町

村
会
に
委
託
し
実
施
し
ま
す
。

※
受
験
案
内
は
井
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
詳
し
く
は
そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線
４
５
７
７

□
試
験
会
場

　

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

□
合
格
者
発
表

・
第
１
次
試
験
の
合
格
者
は
10
月
中
旬
頃

に
潟
上
市
昭
和
庁
舎
、
飯
田
川
庁
舎
、

井
川
町
、
八
郎
潟
町
役
場
前
掲
示
板
に

掲
示
す
る
ほ
か
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

・
最
終
合
格
者
は
右
記
掲
示
板
に
掲
示
す

る
ほ
か
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

□
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
等
は
湖
東
地
区
消
防
本
部
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す

る
場
合
は
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用

試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

（
Ａ
４
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
手
続

　

申
込
書
お
よ
び
自
己
紹
介
書
に
所
要
事

項
を
全
部
記
入
、
写
真
を
添
付
の
う
え

湖
東
地
区
消
防
本
部
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
「
職
員
採
用
試

験
申
込
」
と
封
筒
に
朱
書
き
し
、
80
円

切
手
を
貼
っ
た
定
型
封
筒
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

※
第
１
次
試
験
は
「
秋
田
県
市
町
村
職
員

採
用
統
一
試
験
」
と
し
て
、
秋
田
県
町

村
会
に
委
託
し
実
施
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
湖
東
地
区
行
政
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

湖
東
地
区
消
防
本
部 

総
務
課

電
話
（
８
７
４
）
２
４
２
０
／
有
線
４
４
２
４

一
票
で
照
ら
せ　

日
本
の
明
る
い
未
来

衆
議
院
議
員
総
選
挙
・

投票

８月30日（日）
午前７時～午後７時
第９投票所（大台）は午後６時

■
投
票
日

　

平
成
21
年
８
月
30
日
（
日
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
ま
で

　

※
第
９
投
票
所
（
大
台
）
は
午
後
６
時
ま
で

　

※
お
子
様
連
れ
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

■
町
内
で
投
票
で
き
る
人

・
平
成
元
年
８
月
31
日
以
前
生
ま
れ

・
平
成
21
年
５
月
17
日
以
前
に
井
川
町
に
住

民
登
録
し
、
居
住
す
る
人

■
開
票
場
所

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
等
で
投
票
に

来
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
、
事
前
に
投

票
で
き
ま
す
。

◇
期
日
前
投
票
期
間

　

８
月
19
日
（
水
）
〜
29
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

◇
期
日
前
投
票
所　

　

役
場
１
階
住
民
相
談
室

※
事
前
に
配
布
さ
れ
て
い
る
入
場
券
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線
４
５
２
３

最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
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駐
在
駐
在
所所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

み
ん
な
で
防
ご
う　

水
の
事
故

〜
高
波
や
遊
泳
禁
止
場
所
で
は
泳
ぎ
ま
せ
ん
〜

毎
年
夏
に
な
る
と
痛
ま
し
い
水
の

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
家
族
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
み
ん
な

で
声
を
か
け
あ
っ
て
水
の
事
故
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

■
こ
ん
な
時
に
事
故
は
起
こ
る

・
海
、
川
で
の
遊
泳
中
・
魚
釣
り
中

・
用
水
路
、
河
川
に
高
齢
者
の
方
が

通
行
中
に
転
落
す
る

<

付
き
添
い
と
監
視
が
ポ
イ
ン
ト>

■
こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
よ
う

・
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
。
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る

子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
「
危
な
い

か
ら
や
め
な
さ
い
」
と
は
っ
き
り

と
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
遊
泳
禁
止
区
域
、
悪
天
候
、
水
の

多
い
と
き
、
高
波
な
ど
の
と
き
は

絶
対
遊
泳
し
な
い
。

・
時
々
水
か
ら
あ
が
っ
て
休
憩
を
。

・
夜
間
や
飲
酒
後
の
遊
泳
は
絶
対
ダ
メ

<

慣
れ
た
と
こ
ろ
に
潜
む
危
険>

・
魚
釣
り
を
す
る
方
は
救
命
胴
衣
を

着
用
、
ス
パ
イ
ク
付
き
の
靴
、
命

綱
の
準
備
を
。

・
釣
り
場
で
は
し
っ
か
り
と
し
た
足

場
を
確
保
し
転
落
防
止
。

・
強
風
や
高
波
の
と
き
は
釣
り
を
や

め
避
難
す
る
。

・
立
ち
入
り
禁
止
場
所
に
は
絶
対
に

入
ら
な
い

防衛省採用試験案内

□採用種目
２等陸海士、一般曹候補生、航空
学生、防衛大学校学生、防衛医科
大学校学生、看護学生

□受験資格・受付期間・試験日
下記募集案内所までお問い合わせ
ください。

【問い合わせ】自衛隊秋田募集案内所
電話０１８（８６４）４９２９

「秋田県合同就職面接会」開催

平成 22 年３月に大学、短大、高専、
専修学校等を卒業予定の学生を対象
に、「秋田県合同就職面接会」を開催
します。県内企業採用担当者の個別面
談、ハローワーク職員による就職相談
等を行います。県内就職を希望する学
生の皆さん、ぜひご参加ください。
事前申込の必要はありませんので当

日直接会場へお越しください。
□日時・場所
９月７日（月）
午後１時～５時（受付は正午から）
秋田ビューホテル（秋田市中通）

【問い合わせ】秋田県雇用労働政策課
電話０１８（８６０）２３３５

不動産取得税の申告をお忘れなく

・土地や家屋を、売買、交換、贈与、
新築、増築、改築等により取得した
場合、不動産取得税という県の税金
が、取得のつど課税されます。

・不動産を取得した場合は、取得した
日から 60 日以内に不動産取得申告
書を市町村を経由して地域振興局に
提出しなければなりません。

・不動産取得税には各種軽減制度もあ
りますので詳しくはお問い合わせく
ださい。

【問い合わせ】秋田地域振興局県税部
電話０１８（８６０）３３３７

すこやかあきた出会い応援事業スタート

「結婚を考えているのに、独身男女の
出会いの場が少ない」そのような声に
お応えするため、県では出会いの場づ
くりを応援するホームページを立ち上
げました。
このホームページでは男女が出会う

ためのイベント情報を掲載し、希望す
る方々にはメールで配信します。
アドレスはこちら
http://common.pref.akita.lg.jp/deai-ouen/
【問い合わせ】秋田県子育て支援課
電話０１８（８６０）１３４２

「ゆうゆう倶楽部」開催

２回目の「ゆうゆう倶楽部」を開催
します。日頃ゆうゆうを利用している
方や 65 歳以上の方はどなたでも参加
できます。
気軽に参加して楽しい時間を過ごし

ましょう。
□日時・場所
　８月20日（木）10時～11時半
　老人福祉センターゆうゆう
□今後の予定
　９月17日・10月 15日
　11月 19日・12月 17日
　いずれも木曜日開催
【問い合わせ】井川町地域包括支援センター
電話（８55）6123／有線4222

福祉の就職総合フェア2009in秋田

福祉職場の人事担当者と、福祉職場
を希望する方々との直接面談の場で
す。採用予定のある福祉施設や事業所
が参加します。
□日時・場所　
　９月９日（水）13：30～ 16：30
　秋田ビューホテル　４階
□対象　社会福祉施設への就職希望者
□内容
・人事担当者との個別面談
・仕事や資格に係る個別相談
・事務局職員による就職相談　など
【問い合わせ】秋田県社会福祉協議会

電話０１８（８６４）２８８０

秋田地方裁判所「不動産競売」

秋田地方裁判所における不動産競売
については、次のスケジュールで期間
入札を行います。
□第９回　　閲覧開始８月７日（金）
　入札期間　９月７日～１４日
□第10回　閲覧開始９月９日（水）
　入札期間　10月５日～13日
□第11回　閲覧開始10月９日（金）
　入札期間　11月６日～16日
物件情報については秋田地方裁判所
のほかインターネット（BIT サイト）
でも閲覧できます。
パソコンから　http://bit.sikkou.jp/
携帯電話から　http://bit.sikkou.jp/k
【問い合わせ】秋田地方裁判所民事部

電話０１８（８２４）３１２１
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保健だより●８月分

「わいわい広場」さくらっこ「わいわい広場」さくらっこ

ぼくたち、
むしば なかったよ
２歳児・３歳児歯科検診で、
むし歯のなかったこどもたちです

☆実施日　　毎週月曜日
☆時　間　　９時30分～11時 30分

■８月の予定
日 内　　容 場所

３日

10 日

31 日

夏の遊びを楽しみましょう

いっしょに遊ぼう

絵本の読み聞かせ

こどもセンター

健康センター

健康センター

※申込不要。自由に参加できます。

鈴木大
たいせい

惺くん
（ 坂 本 ）

湊 優
ゆうや

哉くん
（ 羽 立 ）

工藤志
しりゅう

龍くん
（新屋敷）

小坂 唯
ゆい

ちゃん
（ 羽 立 ）

澤橋晴
はると

人くん
（ 羽 立 ）

雄鹿瑠
りゅう

生くん
（ 街 道 ）

畠山遙
はるき

希くん
（ 街 道 ）

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

8月　３日
１７日

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00～17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票の交付
保健指導、栄養指導

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

8月 21日
（金）

す く す く
学 級 H21年5月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30～9：45
健康センター

乳 児 健 診 H20年8月､ 10月、
H21年1月、4月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく
○７ヶ月児は離乳食指導（試食なし）がありますので１時までに受付を済ませてください

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

湖東総合病院で検
診 を 希 望 す る 方 月～土　9時～11時（第２・４土曜日を除く） 病院･福祉活動室

電話875-2100

秋田組合総合病院で
検診を希望する方

月～金　7時45分～8時（検診受付）
【電話予約は毎週月～金曜日の13時～16時まで】

病院･福祉活動室
電話880-3013

食生活改善推進員養成講座・協議会研修会
月　日 内　　　容 受付時間・会場

8月 18日
（火）

・ウォーキング
・講話「国民の健康状態」「食生活の現状と課題」

9：30～10：00
10：00～ 12：00
健康センター

おむつかぶれ
「おむつかぶれ」とは、おむつがふれる部分
の皮膚が炎症を起こし、赤くなったり、ただ
れたりしている状態です。
赤ちゃんの皮膚は薄くてとてもデリケー

トです。おむつをしていると通気性が悪く、
肌がふやけた状態となり、ちょっとした刺激
でも傷つきやすくなっています。そこにお
しっこやうんち等の汚れが刺激となって加
わり、さらにダメージを受けやすくなってい
ます。汗をかいているときや、下痢が続いて
いるとき、排泄回数の多い生後３カ月頃まで
の赤ちゃんはこまめにおむつ替えをしてあ
げましょう。
また、おむつのサイズが合っていない場合

は、皮膚がこすれて炎症を起こしやすくなる
ので、体型に応じたおむつを選んであげま
しょう。

【問い合わせ】健康センター
電話（８７４）３３００／有線 ４４５５

　　　　　　こどもセンター
電話（８７４）４１５２／有線 ４４４４

伊藤綾
あ み

美ちゃん
（宇治木）

伊藤惺
せいと

斗くん
（中下村）

◆
２
歳
児

◆
３
歳
児

わいわい広場だより
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Sometimes, we come across friends we haven’t seen for a long 
time.
時々、わたしたちは長い間会わなかった友人に会うこ
とがあります。
When we do, we need to catch up.
そのとき、わたしたちは旧交をあたためることが必要
です。
Here’s a conversation with two people catching up.
これは二人が旧交をあたためているときの会話です。
Nick: Wow, Meg?
ニック：やあ、メグ？
Meg:Hi Nick! Long time no see!
メグ：あら、ニック！久しぶり！
Nick: It’s been 3 years, hasn’t it?
ニック：３年ぶりじゃない？
Meg: What have you been doing?
メグ：ニックは何をしていたの？
Nick: I’ve been going to school. I also went to Germany for 
a year.
ニック：学校へ行っている。一年間ドイツにも行った。
Meg: It sounds like you’ve been busy!
メグ：忙しかったみたいね！

Meeting friends from long ago
古い友人に会う

『
広
報
い
か
わ
』（
七
月
号
）
に
、

齋
藤
正
寧
町
長
が
弊
社
十
周
年
パ
ー

テ
ィ
ー
の
こ
と
を
書
い
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
。
読
む
た
び
に
、
町
長
の
真

心
が
染
み
て
き
て
、
あ
り
が
た
い
と

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

パ
ー
テ
ィ
ー
を
催
す
に
あ
た
り
、

こ
の
十
年
間
の
こ
と
が
深
く
思
い
起

こ
さ
れ
、
結
局
は
ふ
る
さ
と
の
風
土

と
多
く
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
培
わ
れ

た
も
の
が
、
汲
め
ど
も
尽
き
ぬ
泉
の

よ
う
に
、
い
か
に
わ
が
身
の
宝
に

な
っ
て
い
る
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
、

ぜ
ひ
齋
藤
町
長
に
お
越
し
い
た
だ
け

な
い
も
の
か
と
の
願
い
が
日
に
日
に

強
く
な
っ
た
。
ご
多
用
の
日
々
を

送
っ
て
お
ら
れ
、
お
運
び
い
た
だ
く

こ
と
は
難
し
か
ろ
う
と
想
像
さ
れ
た

が
、
ご
出
席
い
た
だ
け
る
と
の
ご
返

事
を
賜
り
、
私
は
欣
喜
雀
踊
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
当
日
、
齋
藤
町
長
の

ご
挨
拶
を
伺
い
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と

井
川
を
思
う
お
気
持
ち
の
強
さ
と
深

さ
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
私
は
迂
闊
に

も
目
頭
を
熱
く
し
た
。

数
年
前
、
市
町
村
合
併
の
話
が

町
を
離
れ
て
い
る
私
の
耳
に
も
届

き
、
時
代
の
趨
勢
と
は
い
え
、
自
分

の
町
が
、
無
く
な
り
は
し
な
い
け
れ

ど
も
形
を
変
え
ざ
る
を
得
な
い
か
と

の
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
た
も
の
だ

が
、
我
が
井
川
町
は
今
も
統
廃
合
せ

ず
に
井
川
町
の
ま
ま
で
あ
る
。
パ
ー

テ
ィ
ー
で
ご
挨
拶
い
た
だ
い
た
お
言

葉
、
ま
た
「
町
長
日
記
抄
」
を
読
む

に
つ
け
、
井
川
の
豊
か
な
自
然
と
そ

こ
で
培
わ
れ
た
人
々
の
情
愛
の
深
さ

を
改
め
て
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

町
長
は
ご
挨
拶
の
中
で
、
郷
土
の

た
め
に
尽
力
し
た
井
内
出
身
の
武
塙

祐
吉
（
三
山
）
の
こ
と
を
引
き
合
い

に
だ
さ
れ
た
。武
塙
三
山
の
こ
と
は
、

亡
く
な
っ
た
祖
父
か
ら
も
偉
い
人
で

あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
が
、
今

は
『
井
川
町
史
』
で
そ
の
功
績
を
読

寄　

稿

ふ
る
さ
と
井
川
に
寄
す

春
風
社
代
表　

三
浦  

衛

（
仲
台
出
身
）

む
こ
と
が
で
き
る
。
先
人
た
ち
に
倣

い
、
各
人
の
持
ち
場
で
ふ
る
さ
と
を

大
切
に
す
る
こ
と
は
、
結
局
は
自
分

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
、
齢

五
十
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
気
付
い
た
。

「
谷
に
湧
き
出
る
せ
せ
ら
ぎ
の　

清

い
井
川
の
ほ
と
り
に
は　

尽
き
ぬ
教

え
が
招
い
て
る
」
と
歌
い
だ
さ
れ
る

嘗
て
わ
た
し
も
学
ん
だ
井
川
東
小
学

校
の
校
歌
二
番
の
歌
詞
に
は
「
築
こ

う
よ
ふ
る
さ
と
を
進
む
文
化
の
あ
と

受
け
て　

止
ま
ず
い
そ
し
む
誇
り
の

日
々
よ
」
と
あ
っ
た
。

井
川
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇

り
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
郷
土
と
社
会

の
た
め
に
な
し
得
る
こ
と
を
止
ま
ず

勤
し
ん
で
い
き
た
い
。

児玉  威吹さん（小竹花）
プロ野球選手になって
年俸５億円プレイヤー
になりたい。

貝田  伊織さん（街道）
柔道の選手になって一
本勝ちをたくさんとっ
てオリンピックに出る。

鈴木  憂 さん（羽立）

能代工業に入ってバス
ケの試合に出て、イン
ターハイに出場したい。

白川  雅寛さん（街道）
プロバスケット選手に
なってシュートをたく
さん決めたい。
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遠
藤　

亜あ
ら
ん蘭
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

みんなのひろば

図書カードが当たる

◆今月の問題
(1) 「第 10 回桜の森彫刻コンクール」で町民賞
となった作品は何票獲得した？

(2) 消防ポンプ操法大会１位は第何分団？

◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢
を記入してください。

◆あて先
〒018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場 総務課 広報担当まで

◆しめきり
８月 20 日 ( 木 ) 当日消印有効

クイズの正解者の中から抽選で３人の方に
図書カードをプレゼントします。
前回の答えは、 （1）191 点　（2）368 人
でした。

広報クイズ　No.216

井川短歌会詠草

大
学
の
孫
は
焼
肉
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
し
お
れ
ば
肉
の
ク
ー
ル
便
届
く 

鈴
木
ヒ
ロ
子

老
い
の
身
を
支
え
て
く
る
る
う
か
ら
等
に
た
だ
一
言
の
感
謝
あ
る
の
み 

鈴
木　

鉱
造

雨
降
れ
ば
晴
れ
間
を
見
て
は
畑
に
出
、
仕
事
で
き
る
は
幸
せ
の
と
き 

工
藤　

美
穂

小
屋
の
中
古
い
柱
に
巣
を
作
り
黄
色
い
口
の
五
羽
の
子
つ
ば
め 

小
林　

タ
ミ

町
外
れ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
灯
の
と
も
り
人
影
ま
ば
ら
窓
越
し
に
見
ゆ 

伊
藤
千
代
美

わ
が
誕
生
日
に
久
に
集
い
し
息こ
子
や
孫
ら
家
族
揃
え
ば
居
間
は
賑
わ
う 

渡
辺　

京
子

快
晴
の
海
辺
の
宿
に
老
人
の
旅
は
賑
わ
い
ひ
と
日
楽
し
む 

児
玉
千
代
子

あ
く
取
れ
ば
紫
の
色
鮮
や
か
に
清
し
く
香
る
赤
じ
そ
の
葉
は 

伊
藤　

陽
子

雪
渓
の
深
き
谷
間
か
ら
強
風
が
肌
寒
く
刺
す
旭
岳
に
登
る 

斎
藤
冨
美
男

稲
の
茎
を
一
本
抜
き
て
幼よ

う
す
い穂

の
長
さ
確
か
む
追
肥
を
せ
ん
と 

遠
藤
惠
美
子

広
大
な
大
地
拓ひ
ら

き
し
先
人
を
偲
び
て
め
ぐ
る
美
瑛
の
丘
を 

伊
藤
ミ
ヤ
子

き
の
う
ま
で
巣
を
守
り
い
し
一
匹
の
蜘
蛛
よ
い
ず
こ
に
雲
隠
れ
せ
し
や 

す
ず
き
い
さ
む

　

父
・
亮　
太
さ
ん

　

小
今
戸
町
内　　

母
・　
茜　
さ
ん

４日（火）

14日（金）～ 15日（土）

15日（土）

17日（月）

23日（日）

26日（水）

30日（日）

３日（木）

戦没者追悼式 （農村環境改善センター）

桑名旗争奪全町野球大会
（町民球場・中学校グラウンド）

井川町成人式 （農村環境改善センター）

全町盆踊り大会 （日本国花苑）

町民体育大会 （中学校グラウンド）

農業委員会総会 （役場会議室）

衆議院議員選挙投開票日

井川町敬老式 （町民体育館）

８月

あっという間に１歳になったね !!

お兄さんに毎日もまれて、逞しく

育ったあっちゃん♡

二人仲良く、

にぎやかな兄妹でいてね～。

９月

今月の１枚 スクールガードに
守られ元気に登校
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※
広　

報　

い　

か　

わ　

№
６
３
３　
　

※
編
集
・
発
行
／
井
川
町
役
場
総
務
課　

〒
０
１
８
|
１
５
９
６　

秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
|
１　

☎
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱

■お誕生おめでとう

勝田　海
かいと

斗（裕樹、遥）

■お悔やみ申し上げます

石井フヂヱ （85 歳・八　幡）

浅野金一郎 （85 歳・今　戸）

森田　ヤヱ （94 歳・小今戸）

伊藤　ミヨ （85 歳・上　村）

慶 弔

人口などの動き
（７月１日現在）

人　口　男　2,672 人（－ 38）
女　3,021 人（－ 39 ）
計　5,693 人（－ 77）

世帯数　　　1,787 戸（ + ６）
（　）内は前年同月との比較

善 意
■地域福祉基金・ふるさとづくり基金へ
・今戸町内の伊藤秀紀さんより、亡父
秀二郎さんの香典返しとして
・新屋敷町内の小武海サツ子さんより、亡夫
克巳さんの香典返しとして
・大倉町内の工藤浩一さんより、亡祖母
カネさんの香典返しとして
・八幡町内の石井誠一さんより、亡母
フヂヱさんの香典返しとして

“ありがとうございました”

だより
（6/21～７/20）

お願い：〝慶弔だより〟に氏名等の掲
載を希望されない方は、届け出の際
に『戸籍窓口』へ申し出ください

お盆期間お盆期間◆◆公共施設等の業務日程公共施設等の業務日程
施 設 名 12日

( 水）
13日
（木）

14日
（金）

15日
（土）

16日
（日）

17日
（月）

診 療 所 ○ × × ※1 × ○

国 花 苑 ○ × ※2 × × ×

ゆうゆう × × × ※3 ○ ○

巡回バス ※4 ※4 ※4 ○ ○ ○

ごみの収集 通常通り収集

金足農業高校
相 撲 部

伊藤 勝貴さん（3年・上　村）前中

中道 裕樹さん（３年・今　戸）前左

安田 鯨 さん（２年・綱木沢）前右

西方 航 さん（１年・坂　本）後右

伊藤 功隆さん（１年・赤　沢）後中

畠山 涼太さん（１年・小今戸）後左

く
ん
と
競
い
あ
い
な
が
ら
お
互
い
を
高
め
る

と
同
時
に
、
稽
古
に
向
か
う
厳
し
い
姿
勢
で

後
輩
達
を
引
っ
張
っ
て
き
ま
し
た
。

唯
一
の
２
年
生
は
安
田
鯨
く
ん
。
団
体
戦

で
は
副
将
、
そ
し
て
個
人
戦
で
も
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
を
決
め
て
い
ま
す
。「
体
を
生
か

し
常
に
相
手
を
押
す
相
撲
で
、
全
国
で
今
の

自
分
の
力
を
全
部
出
し
た
い
」
と
力
強
く
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
今
後
を
担
う
３
人
の
１
年
生
。

西
方
航
く
ん
は
持
ち
味
で
あ
る
瞬
発
力
を
武

器
に
団
体
戦
中
堅
、
個
人
戦
で
も
上
位
を
狙

う
逸
材
。
伊
藤
功
隆
く
ん
は
相
手
の
力
を
利

用
し
た
粘
り
の
あ
る
相
撲
で
先
鋒
と
し
て

チ
ー
ム
に
流
れ
を
呼
び
込
み
ま
す
。
畠
山
涼

太
く
ん
は
得
意
の
廻
し
を
と
っ
て
か
ら
の
速

い
相
撲
で
メ
ン
バ
ー
入
り
を
狙
い
ま
す
。

『
堅
忍
不
抜
』
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
部
旗
の

も
と
、
厳
し
い
稽
古
に
耐
え
抜
い
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
迎
え
る
全
国
の
舞
台
。
真
夏
の

京
都
に
金
農
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
全
国
の
強
豪
相
手
の

戦
い
に
臨
ん
で
い
る
名
門
金
足
農
業
高
校
相

撲
部
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
井
川
出
身
者
が

部
の
歴
史
と
伝
統
に
名
を
刻
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
、
先
輩
達
が
築
き
上
げ
た

金
農
相
撲
部
の
誇
り
を
胸
に
全
国
の
強
豪
と

の
戦
い
に
挑
む
井
川
の
６
人
。

３
年
生
の
伊
藤
勝
貴
く
ん
は
主
将
と
し
て

部
を
ま
と
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
団
体
戦
で

は
大
将
と
し
て
立
ち
合
い
か
ら
の
一
気
の
押

し
で
チ
ー
ム
に
勝
利
を
も
た
ら
す
、
ま
さ
に

大
黒
柱
。「
最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
の
で

悔
い
の
な
い
よ
う
精
一
杯
金
農
の
相
撲
を
と

り
き
っ
て
ベ
ス
ト
８
以
上
を
目
指
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
ま
す
。

「
勝
貴
と
は
小
さ
い
と
き
か
ら
ず
っ
と
い
っ

し
ょ
。
お
互
い
負
け
ず
嫌
い
だ
か
ら
毎
日
ほ

と
ん
ど
喧
嘩
み
た
い
に
激
し
く
や
っ
て
い

る
」
と
話
す
の
は
同
じ
く
３
年
、
団
体
戦
で

は
次
鋒
を
つ
と
め
る
中
道
裕
樹
く
ん
。
勝
貴

※1　診療所15日は通常の
土曜日と同じです。
※2　国花苑の14日の営業
時間は、午後５時まで。
※3　ゆうゆうの15日の営
業時間は午後５時まで。
※4　巡回バスの12日～ 14
日は水曜日のダイヤで運
行。
－ご協力をお願いします－

施設の利用状況（６月）
(　　) 内は４月からの累計 

■町内無料巡回バス… 2,522 人 （ 7,281 人 ）
■環境改善センター… 2,235 人 （ 3,606 人 ）
■歴史民俗資料館……… 10 人 （ 18 人 ）
■町民体育館………… 1,609 人 （ 4,618 人 ）
■町民武道館…………… 545 人 （ 1,432 人 ）
■町営野球場………… 1,040 人 （ 2,612 人 ）
■スポーツ交流館……… 58 人 （ 249 人 ）
■定住促進センター…… 922 人 （ 4,874 人 ）
■日本国花苑施設…… 2,078 人 （ 5,648 人 ）
■老人福祉センター… 1,501 人 （ 4,563 人 ）
■ごみ処理場…………… 86 ｔ （ 243 ｔ ）
■し尿処理場…………… 77 kl （ 173 kl ）

223

18


